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１日約13万台が通行する重交通区間で片側３車線を確保し
ながらの付加車線設置工事。渋滞が慢性化している区間での
工事であり、運用開始後には渋滞が緩和されており大きな効
果を発揮している対策であることが評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント
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⑧東名高速道路大和地区付加車線の運用開始
～渋滞緩和を目指して～
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1．はじめに
我が国の暮らしや経済を支える大動脈である東名高速
道路のうち、東京圏の玄関口にあたる神奈川県区間は、
全国で最も渋滞による損失時間が多く、渋滞時には高速
道路の本来機能が発揮されていない。なかでも、横浜町
田IC～海老名JCT間は、上下線各３車線ずつの計６車
線であるが、約13万台/日の交通量を有しており、交通
集中による慢性的な渋滞が発生している状況である。特
に、大和トンネル付近は、下り坂から上り坂に変わるサ
グ部およびトンネル入口部での速度低下により、休日等
に上下線で深刻な渋滞が発生している。また、この区間
では交通事故の発生件数も突出しており、その約６割は
渋滞内および渋滞後尾において発生している状況である。
このことから、渋滞箇所に付加車線を設置することに
よる交通容量拡大により、渋滞緩和や交通事故の低減が
期待されている。

2．事業の概要
重交通路線である東名高速道路の交通への影響を最小
限にするため、片側３車線を確保しながら、既存の道路
幅員を最大限活用しつつ、上下線それぞれ約５㎞の付加
車線を設置する事業を推進している。
大和トンネルの拡幅では、当初、東名高速道路を供用
させながらの拡幅は不可能と考えられていた。しかしな
がら、既設部の補強を最小化する拡幅設計およびトンネ
ル頂版を仮受けしながら実施する拡幅ステップなどの検
討を重ね、本線交通への影響を最小限とし、ミッション
を達成することができた。
切土区間の拡幅では、擁壁工法として地山補強土工法
であるパンウォール工法を採用した。この工法は逆巻き
施工を基本としており、供用中路線での切土補強として
安全性の高い工法で、ブロック積擁壁工法に比べて掘削
土量が60%減となり、土運搬車両の搬入出回数を減ら
すことができたため、お客さまへの影響を大幅に低減す
ることができた。

3．事業の成果
大和トンネルを含む西側区間（上り線約３㎞、下り線
約２㎞）の運用を2021年７月14日に開始した。
2021年度の年末年始期間の平均交通量は、上り線約
7.1万台/日、下り線約6.4万台/日とコロナ禍以前の
2019年度とほぼ同等であったが、今回の渋滞対策の結果、
運用開始した付加車線を含む横浜町田IC～海老名JCT
間を先頭とする10㎞以上の渋滞回数は上り線４回、下
り線５回と2019年度と比べ減少した。

4．おわりに
大和トンネルを含む西側区間の付加車線の運用を開始
し、当該区間を先頭とする渋滞緩和に貢献できた。引き
続き、大和トンネルから東側の区間においても付加車線
設置を早期かつ安全に事業推進する予定である。

＜上り線＞ ＜下り線＞
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年末年始10㎞以上の渋滞回数（横浜町田IC～海老名JCT間）

付加車線運用開始後の大和トンネル付近
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